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インターネットのような大規模な分散環境に新 しい技術を導入する場合､その技術がイ

ンターネット上で適切に動作するのか､既存のインターネット環境に悪影響を及ぼさない

のかを実践的に検証 しておく必要がある｡このような検証を行 うために､研究者や開発者

の間ではネットワーク実証実験用クラスタ (ネ ットワークエ ミュレーションテス トベ ッ

ド,以下 NET)が広く用いられている｡

これらの NETを用いてネットワーク実験を行 うにあた り､重要な課題 となるのが実験

準備の迅速化である｡本論文では､NETにおける大規模ネットワーク トポロジに関連する

実験準備作業に着目し､迅速化を妨げる4つの問題点を指摘する｡1つめの問題点は トポ

ロジ構築に必要な設定情報に再利用性が無いこと､2つめの問題点はNET毎に個別の実験

支援ツールと実験手順が存在 しそれらの間に差異があること､3つめの問題点は既存の実

験支援ツールは相互の互換性 と他のツールとの親和性に欠けること､4つめの問題点は大

規模で実ネットワークに近い トポロジのエミュレー トが難 しいことである｡

本論文では､上記の問題点を解決 し､迅速な実験遂行を可能とするための実験支援アー

キテクチャAnyBedを提案する｡AnyBedでは､1つめの問題点を解決するため､ トポロジ

構築に必要な情報をNETに依存する情報と実験に依存する情報に分離 して管理 し､実験準

備時に組み合わせることで､異なる実験における トポロジ情報の再利用を実現 している｡

また 2つめと3つめの問題点を解決するため､様々なNETにおいて利用でき､他の支援ツ

ールと親和性を持つようモジュール化された設計を行っている｡更に4つめの問題点を解

決するため､大規模で実ネットワークに近い トポロジを迅速に構築するため､公開されて

いる ASレベルのインターネットトポロジデータセットを元に実験に適 した規模の トポロ

ジを抽出してエミュレーションを行 う機能と､実運用されている OSPFネットワークを元

にエミュレーションを行 う機能を備えている｡

本論文では､提案アーキテクチャを実装 ･評価 した上で､オープンソースソフ トウェア

として公開し研究者や開発者に実際の実験で利用 してもらうことにより､迅速な実験遂行

が実現できることを確認 した｡



(論文審査結果の要旨)

本博士論文は､ネットワークエミュレーションテス トベッド(以下NET)におい

て実験準備を迅速に行 うためのアーキテクチャ開発研究をまとめている｡まず

本研究では､NETでの迅速な実験遂行を目的とし､実験プロセス全体をDesign､

prepare､performExperiment､Clean､Analyzeの 5つのステージに分けて分析

し､各ステージで必要とされる作業を整理 した｡そして迅速な実験遂行を妨げ

る要因として､既存研究では着 目されてこなかった､大規模ネットワーク トポ

ロジに関連する実験準備作業を指摘 した｡特に以下の4つの問題点が解決必要

としている｡(1) トポロジ構築に必要な設定情報に再利用性が無い､(2)NET

毎に個別の実験支援ツールと実験手順が存在 しそれらの間に差異がある､(3)

既存の実験支援ツールは相互の互換性と他のツールとの親和性に欠ける､(4)

大規模で実ネットワークに近い トポロジのエミュレー トが難 しい｡本研究では､

上記の問題点を解決 し､迅速な実験遂行を可能とするための実験支援アーキテ

クチャAnyBedを提案 ･実装している｡AnyBedでは､トポロジ構築に必要な情報

を NETに依存する情報と実験に依存する情報に分離 して管理 し､実験準備時に

組み合わせることで､異なる実験における トポロジ情報の再利用を実現してい

る｡また､AnyBedは様々な NETで利用でき､他のツールと親和性を持つよう設

計されている｡更にAnyBedでは公開されているインターネットトポロジデータ

セットを元に実験に適 した規模の トポロジを抽出してエ ミュレーションを行 う

機能､実運用されているOSPFネットワークを元にエミュレーションを行 う機能

を備えている｡本博士論文では､実装されたAnyBedの性能評価と既存支援ツー

ルとの比較評価に加えて､AnyBedを用いて実施 した実験について議論 し､AnyBed

の有用性の高さを示 している｡また､実験の晶質と再現性についても十分議論

されてお り､本研究の貢献が明確に提示されている｡更に､実装をオープンソ

ースソフ トウェアとして公開した上で､ ドキュメン トを整備 し､実際の実験で

利用してもらうことにより､NETを使用する研究者や開発者の迅速な実験遂行に

貢献している｡以上により､本博士論文は研究内容について新規性並びに有効

性があることを示 しており､博士 (工学)の学位を授与するにあたって十分な

内容であると認める｡


